
一般質問通告書 

受領日時 令和８年８月２６日 午前１０時１０分      ２番      氏名 小玉 正範  

   質問項目          質問の要旨 

１五城目高校の存続

対策は 

 

 

（１）五城目高校を選択するのは親・保護者ではなく、生徒

である。生徒にとっての五城目高校の魅力は何だと考

えられるか。町のとらえ方は。 

（２）今後の見通しは。高校の存続年数を延ばすための対策

の説明を求める。 

（３）「地域みらい留学」への参加について検討している

か。 現在、県内では鹿角高校、男鹿海洋高校、矢島高

校の３校が参加。来年には角館高校も参加し４校とな

る。全国から生徒を募集できる等のメリットがあるこ

とから、五城目高校も行うべきではないか。 

 

２町の物価高対策は （１）イランとアメリカの戦争は依然として収束する兆しが

ない。そのことによる石油由来製品の高騰と円安も加

わったこの物価高が町民の生活へどのような影響を与

えていると、町では捉えているのか。 

（２）県としてはプレミアムチケットを出しているが、それ

は消費促進対策であり、庶民にはあまり魅力が感じら

れない。経済的に厳しい現状を打開するために、町と

しての対策は何か検討していないか。例えば、食品に

限ったもので、県のプレミアムチケットよりも高い補

助率のチケット等々。 

 

３公園の在り方は 

 

 

（１）前回の「西磯ノ目町内へ公園は設置済み」との回答に

対して、町内では驚きの声しか聞こえてこない。この

状況をどのように考えるか。 

（２）町内公園の役割と機能は何か。また、町にとってどん

な公園が必要と考えているか。 

（３）今後、西磯ノ目町内からの要望があった際は、町内公

園を整備しなくてはいけないと思うが、どうか。 

 

４町の企業誘致への

進捗状況は 

（１） 鈴木県知事は県の産業構造を変えるとの覚悟で、沼

谷市長と共に国内最大級のデータセンターの設置に

積極的になっている。DC 自体は大きな雇用を生まな

いことから、雇用を促進する IT 関連会社をいくつも

誘致するとの意味と個人的には考えている。町では

この機会をどのように捉えているか。 

（２）町の企業誘致に対する方向性（工業団地造成含む）や

その進捗状況についてはどうか。 

 
 


